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ハ プチ ンが 担体 と結合して初め て免疫原 となる事実,
更に 二 次抗 ハ プチ ン応答 は同 一 ハ プ チ ン異担体複合体
に よ っ てほ と ん ど惹起 され な い が , 同 一 複合体を用 い
る と強く認め られ る事実 は, 抗 ハ ブテ ン応答 に担体が
大きく
■
関与 してい る こ と を示 唆して い る.
Katzlほ)らは ハ プ テン 担体複合体の投与に先行して担
体を Freu nd
,
s c o mplete adju v a nt(F C A) 法で投与し
ておく と
一 次抗 ハ プチ ン応答の促進増強の み られ る の
を観察し て, 担体の こ の よう な作用 を担体効果 と呼ん
だ｡
また担体を FCA 法で投与した A llogenic･don o rモ ル
モ ッ トか らの リ ン パ 球横紙胞 を他動移行 し, 更 に, ハ
プチ ン 同 一 担体 で感作 した モ ル モ ッ トで は抗 ハ ブ テ ン
応答が増幅 さ れ る と い う知見 を え て, 移行 細胞中に
r ecipientの抗 ハ ブテ ン 抗体産生細胞と協同作業を行う
細胞が あ る こ と を強く 示 唆した ｡ こう して 抗 ハ プ チ ン
応答に は担体を認識す る T一細胞の 協力を必要とす る こ
とが明ら か に さ れ る に 至 っ た｡
と ころ で教室に おい て は数年来 ハ プ チ ン ー 担体複合
体投与后の 抗 ハ プ テ ン 抗体応答 に及 ぼ す諸条件 の 影響
に つ い て研究の 歩を進 めて き たが , そ の なか で Bovin e
S er u m albu min(B S A)in F C A前投与 は p- A mi･
n obe n z oic a cid a z o･B S A(P A B A-B S A) 追加投与后
の 一 次抗 P A B A応答 を促進増強さ せ る (担体効果)
が, 更に Atoxyl a z o･BSA in F C A前投与 は P A B A-
BS A追加投与后, 二 次応答 に 比 肩しう る抗 P A B A応
答を惹起さ せ る とい う興味ある重要な知見 を えた. 3)よ
Effect of Tre atm e nt with Hapte n-Ca rrier
っ て担体効果に 関する知見の 深化拡大を図る と とも に
前投与と追加投与 に ハ プ チ ン を異 に す る複合体を用 い
た 場合の 抗 ハ プ チ ン免疫応答に つ い て て検索を加 え,
抗 ハ ブ テ ン抗体産生磯序解明 へ の接近を試み た｡
材料 なら び に 方法
Ⅰ 実験材料
1 動物 : 一 定期 間 一 定条件下で飼育 したモ ル モ ッ
ト で体重約 400g の もの を用い た.
2 抗原
1) 注射用抗原
i) Bo vin e γ一globulin (B G G): NBC 製 B G G
Fra ctio nIIを用 い た.
ii) p･A min oben z oic a cida z o- B G G(P A B A-B G G):
P- Amin obe n z oic a cid(P A B A) 1.26g にI N･Hc1 21
mlお よ び 純水 27mlを 加 え, 加 温 溶解后水冷 (0
～ 2
0
C)した. これ に I N･ NaN O2を約9.2 ml徐々 に 滴
下 し■(沃化カ リ ウ ム で ん粉紙を青変 しない 程度), 引き
続き か く押して 0 ～ 20Cに約 10分間保ち, 次い で 2 N- .
NaO H でpI1 7.0～ 7.5に 修正 し, 更 に 冷純水を加 えて
全邑を 100ml と した. これ を2%B G G溶液(0.2 M P B,
pH 9.5)100mlに 加 え, か く絆 しなが ら 一 夜氷室 に 放置
した
.
翌朝, 飽和硫安を等量加 え, I N･ Hcl で pH 4.0
と し, 4,000rpm , 20分間遠心 , そ の 沈澱 を冷純水と 2
N- NaO H で溶解 し, ろ過 して 不容物 を除 い た. こ の 操
作を更に 2 回繰 り返 した后, 純水で 1週間透析 し, 凍
結乾燥 した.
Co njugate on Pr odu ctio n of Antibody to Di-
fferent HaptenCo upled to the Sa m eCa rrier. Fu min a oYoshida, Depa rtm ent of Im mu ･





iii払toyxla z o-B G G(At- B G G)お よび Sulfa nilic a cid
a z o･ B G G(SuトBGG): P A B A- B G Gに 準 じて作製 した.
iv) 0･ Amin ophe n ol a z o･ B G G(O A･ B G G): 0･
Amin ophe n ol, 8.Og をI N
･ Hcl, 220mlに 溶解 し, こ
れ に 10% (W/V)NaN O2溶液を水冷下(0 ～ 2
0
C)で沃
化 カリウ ム でん粉紙 を育変 しない 程度に加え(約38～ 40
ml), 更に 同量の玲純水を追加 し, 15分間放置 した. こ
う して えられ たジア ゾニ ウム 塩 を 0.5%B G G 500ml と
1 N･ NaOH 175ml の混合液 に 加 え, かく絆 しな が ら
一 夜氷室 に放置 した. そ の後 5,00 0rpm , 10分間遠心,
ろ過 し蒸留水で 2 日間透析 して凍結乾燥 した.
Ⅴ) Anilin e a z o･ B G G(An -B G G): 蒸留水 25ml に
2.35g の ア ニ リ ン を加 え,更 に 濃塩酸 5･5 ml を追加 し
た. こ の 中に蒸留水で作 っ た 砕氷 を 入れ て 冷や しなが
が ら, NaNO2蒸留水溶液(2 g を 5 ml に溶解)を徐 々
に沃化カ リウ ム で ん粉紙 を育変 しな い 程度 に 加 え, 次
い で 1 N･NaO H で中和后, 水中で 30分間かく拝 した.
こ れ を 1%BG G(0.01 M bor ate buffe rpH 9･5)100
血l に加 え, 1 N･ NaO H でpH 9.0 と し, 2時間氷水
中でか く拝し た後, 蒸留水中で 1週間程透析 して凍結
乾燥した .
vi) Dinitr ophe nylated B G G(D N P- B G G)Eisen ら
4)
の 方法 に準 じて作製 した.
2) 反応用抗原: Hu m an γ･globulin(H G G)
- N B C
製 γ･ globulin Fra ctio nII- を担体 と して, 注射用抗
原作製法に準 じて, P A B A･ H G G, At- H G G, Sul･H G G
お よ び D N P･H G G を作製 した.
ⅠⅠ 実験方法
1 抗原投与法
食 塩 水 溶 液(S)法, Alu m 沈 降 法 , Fr e u nd
in c o mplete adjuvan (FIA) 法, あ る い は Fre u nd
co mplete adju v a nt(F C A)法に よ っ た . 動物 1匹 当り
の抗原量は S法 の場合 1 m g, その 他の 場合で は 0･1
m g と した . 抗原の A dju v a nt法 に よる投与は越沢
5･6)の
方法 に準じ て行っ た.
2 遅延型皮膚反応(D H S)お よ び角膜反応(C R)
それ ぞれ越沢6)およ び Raffe17)の方法 に準 じた.
3 抗体価測定
1) 感作血球凝集反応(F H A)
2) 感作血球溶血反応(P H L)
3) 受身皮膚アナ フ ィ ラ キ シ ー 反応(P C A)
い ずれ も越沢6】の 方法 に 準 じて行 っ た .
なお そ れぞれ の反応で検出され る抗体 を P Ii A抗体,
P HL 抗体 お よぴ P C A抗体と略記す る.
また本文中単 に抗体とある場合 は P H L抗体を示 すも
の とす る.
4) Sephade x G ･200 ゲル ろ 過 お よ び Zo n e
electr ophore sis
い ずれ も 山端8)の 方法に 準 じて行 っ た .
5) マ ク ロ フ ァ ー ジ遁走阻止試験
Ge o rge ら
9)の 方法 に 準 じて行 っ た .
成 績
I P A B A･ B G G投 与後 の 免 疫応 答 に つ い て
P A B A-B G G in FCA, P A B A･B G G in FI A, PA B A.
B G G in Alu m お よび P A B A- B G G in S を投与され た
そ れ ぞ れ の モ ル モ ッ ト群 の 免疫応答 を総合的に 比較検
討 し, そ の 結果の 概要を表 1に 示 し た.
こ こ で再確認 された 興味ある知見は, まずP H Aは全
群 に お い て 陽性 で あ る こ と ,P H L は前3群 で 陽性であ
るが 後 1群で は陰性である こ と, 次い で D BS の発現は
前 2群で は認め られ るが, 後 2群 で は み とめ ら れない
こ と で ある. な お P A B AI B G G in FI A投与群におけ
る D B S は一 過性で C R陰性で あ る.
更 に各群 の抗血清に つ い て Sephade x Gq200 ゲル ろ
過 を行 っ て検討 す る と, P H A活性 は最初第 1峰吾郎こ,
遅 れ て第 2峰部 に認 めら れる に至 り , 最終的 に は第2
峰部が その 主な存在域と な る. P C A活性 と P H L活性
は第 2峰部にの み存在 し,第 2峰部 P H A活性 とほぼ同
時期 に その 出現 が認 め られ る.
また, Sephadex G･200 ゲル ろ過第 2峰分画を分域
電 気 泳動 法 に か け て み る と, Slo w migrating
c o mpo n e nt と Fa st migr ating c o mpo n entと の移動
度の異な る2部分に 分かれ,前者(7 S}電)が F H L活性,
後者(7 Sγ1)が P C A活性 を示 す.
す な わ ち,P A B A-B G G のい ずれの 投与法に よっ ても
抗 P A B A抗体 のう ち, ま ず19 S抗体, 次い で 7 S抗
体が産生さ れ るが , P A B A･B G G in S投 与で は7 Sγ2
抗体産生の み られ な い こ と, また 7 Sγ2抗体産生のみ ら
れ る P A B A･B G G in Alu m 投与群 で D H S発現の 観察
され ない こ と は明 らか で興味ある と こ ろ であ る.
こ れ らの予備実験か ら主と して 7 Sγ2抗体産生を指標
と して 抗体産生 の有無, 促進増強な どを検討 した. し
たが っ て既 に 記載 した ごと く, 以下 単に 抗体と記載さ
れ て い る 時は P E L抗体を 示 し てい る.
ⅠI A B G G in F C A前投与の 効果
1 P A B A, B G G in S 追加投与動物 に おける抗
P A B A抗体の 産生 に つ い て
B G G in F C A を まず投与 し, 7, 14, 21, ある い
は 28 日后 に P A B A-B G Gin S を同 一 領 域内に 追加投
与 し, 追加投与后そ れ ぞれ 7, 10, 14 お よび 21 日后に
採取 した抗血清 に つ い て抗 P A B A抗体価 を調べ た. 表
2 はそ の成績 を要約 した もの で あ る. こ れ で みる と,
P A B A. B G G in S単独投与群で は実証さ れ ない抗
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Tablel･ Effe ct ofadju v ants o npr odu ctio nofanti-hapten a ntibodies a nd o nde v elopm e ntof
delayed hyper se n sitivity
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Andgen A dju v a nts -
titer on day ･ -
titer o nday
一 旦 塵yl ← ･9Q: 垂y一一 也 -
7 14 21 28 7 14 21 28 147 14 14
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Note :1)P AB A:p･A minobe n z oic a cid
2)P H A:Pa ssチV ehe m agglutin ation
3)P H L:Pa ssチV ehe m olysis
4)P C A: Pas slV e C uta n e O u S a n aphyla xis
5)DHS: Delayed hypers en $itivity
6)C R:Co rne alre a ctio n
7)P A B A･B G G:P A B Aa z o･bo vin er-globulin
8)S:Salin e
9)FI A: Fre u nd
'
s inco mplete adju v a nt
lO)F CA: Fre und
'
s complete adju v a nt
P A B A抗体が , B G G in F C A を まず投与し, そ の 7,
あるい は 14 日后 に P A B A･ B G Gin S を追加投与し た
群で は認 めら れ るも の が ある . しか し同 じ表 2 に 示 さ
れてい るよう に 単に F C A を前投与し, 7 あ るい は 14 日
后に P A B A･ B G G in S を追加投与 し ても 同程度の抗
P A B A抗体産生が認 め られ る.
こ の こ と は, B G G in F C A と F C A の両前投与間に
はP A B A-B G G in S 追加投与后の 抗 P A B A抗体塵生
へ の効果に 差の な い こ と を示 して お り, い わ ゆ る担体
効果は認め られ な か っ た .
2 P A B A- B G G in FI A追加投与動物 に お ける 抗
P A B A抗体産生に つ い て
さき に BG G in F C A前投与が PABA･ BG G in S 追
加投与後の抗 P A B A抗体産生 に 担体効果を示さな いと
み られる 結果 を えた の で, こ こ で は P A B A-B G G in S
の か わ りに P A B A一軍G G in FI A を追加投与 して み た.
その 成績も表 2 に 要約 し た. これ か ら 分か る こ と は,
B G Gin F C A前投与 を行わ ない で P A B A- B G G in
FIA の みを投与 した動物 に比 べ , 両投与を行 っ た動物
ではその 投与間隔が 7 あるい は28日で あ っ ても明ら か
に抗P AB A抗体産生の 促進増強 が み ら れ る こ と で あ
る
.
ⅠI B A t･ B G G in f-C A前投与の 効 果
At･B GG in F C A前投与, P A B A･ B G G in S ある い
はPA B A-B G in FIA追加投与動物 に つ い て抗
* No. ofa nim als whichsho w ed po sitiv e re action in fiv e
a nim als te sted(M ea n ofa ntibodytiterin po sitiv e a ni･
m als shoYn bylog2)
* * No. ofa nl m als sho wing po sitiv ere actionin 丘v e anim als
tested(Me a n ofr e a ctio ngr adein po sitiv e anim als)
…
- : n egative r e a ctio n
+:pOSitive re a ctio n
Anti-P A B A P H A, Anti-P A B A P H Land P C Atitersof
the s erafro mguln e aplgSim m u niz ed with P A B A-B G G
W e re m e a S u red by u slng P A B Aa z o
-hu m a nr-globulin
a s a ntige n, Whilein obs erv atio n of de v elopm e nt of D H S
a nd C R, theim m u nlZlng a ntige n w a s u sed a s challe nge
a ntigen.
P A B A抗体産生を検討し たと こ ろ, き わ めて興味ある
知見が えられ た . そ の成績 も表 2に 要約した.
この 表か らわ か る よう に , B G G in F C A の かわり
に At･ B G G in F C A を前投与す る と P A B A･B G G inS
の 追加投与 に よ っ て も試み られ た す べ て の 両投与間隔
下で抗 P A B A抗体の 産生が観察 され た. しか し両投与
間隔間が 7 日の場合最も顕著であっ て, 14, 21, お よ
び 28日 と長くな るに 従 っ て漸次抗体産生の 低下が みら
れ た
.
こ こ で 更 に P A B A･B G G in Sに か えて P A B A･ B G G
in FIA を追加投与 す る と 抗 P A B A抗体の 塵生 は
P A B A-B G G in S 投与に よ るよ り も更に 促進増強さ
れ, か つ その 程度は両投与間隔間が 7日 の 場合 に 比 し
28日の 方が 大 で あ っ た .
ⅠI At･ B G G前投与法の 影響
これ ま での 実験で , At- B G G in F C A を前投与 して
お くと P A B A･BG G in S あるい は P A B A-B G G in
FIA追加投与 で き わ めて 顕著な抗 P A B A抗体の 産生
が認 めら れ たの で こ こで は At･ B G G を F C A法以外 の
A dju v a nt法 で 前投与 し, PA B A･B G G in S の 追加投
与を行 っ て みた . 表3 はその 成績 の 概要を示 した も の
で ある .
これ で み る と, At･B G G in FC A およ び At･BG Gin
FIA前投与群 で は21 日後 P A B A-B G G in S を追加投
与す ると両群に お い て 共に抗 P A B A抗体産生の認めら
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れ るも の が あ る.
一 方 At･B G G in Alu m ある い は At･
BG G in S 前投与群で は 21 日后の P A B A
･ B GG in S
追加投与で抗 P A B A抗体の産生を実証 する こ とはでさ
なか っ た . ま た At･B G Gin Alu m 前投与群で も P A B A
･
B G Gin S の 代 り に P A B A- B G G in FI A を追加投与す
ると , 両投与間隔が 21 日で あ ると 抗 P A B A抗体産生
の 促進の み られ る も のが あっ たが , 42 日間隔 とな る と
ほ とん ど前投与効果を実証で き なくな っ た ･
しか しなが ら At･BGG in FIA前投与, P A B A
･B G G
in FI A追加投与群で は 42日間隔 でも顕著な抗 PA B A
抗体産生が観察さ れ明 らか な対比 を示 して い る･
なお At. B G Gin S 前投与が P AB A･BG Gin FI A追
加投与后の 抗 P A B A抗体産生に 影響 を与えて い るとみ
られ る知見 は え られ な か っ た . この こ と は , それ自体
単独 で は 抗 P A B A抗体産生 を惹起 し え な い P A B A･
B G G in S 前投与 に P A B A-B G Gin FIA追加投与后 の
抗 P AB A抗体産生 を促進増強 させ る前投与効果の 認
め られ る こ と ゝ 顕著な 対比 を示 して い る.
(表略)
IV ASul･ B G G in FC Aお よ ぴ D N P
･ B G G in
F C A前投与, PA B A･ B G G in F IA追加投与動
物 に お け る抗 P A B A抗体産生に つ い て
Table2. Effe ct ofprim inginje ctio n with B G Go rAt
-B G Gl) in F C Ao n a nti-P A B Aa ntibody pr odu ctio n
follo wing cha11e ngeinje ction with P A B A-B GG in s alin e o rPA B A
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N｡te : Se eTablel. 1)At･B G G: atOXyla z o･B G G
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Table 3. E ffe ct ofpriminginje ctio n with At-B G G in v a rio u s adju v ants o n a nti･P A B Aprodu ctio n
follo wing challe ngeinjectio n with PAB A･BG G
Primlng C h al1e nge
l瑠 O n l懸io n
Daysbetw e e n
Anti-P A B A P H Ltite r o nday afte rC











































































































Table4. Effe ct ofinje ctio n with v a rio u shapte n･prOtein c o njugate sin F C Ao n a nti･P A B A
pr oductionfollo wing adm inistration of P A B A-B G G in FIA
Firstinje ctio n Sec n od inje ctio n Days betw e en
(F) (S) F a nd S
Anti･ P A B A P H L titer o n day afterS
0 7 10 14
B G G
At-BG G
SuトB G Gl )
D N P･B G G2)
F C A














































































































































































Note :SeeTable l and 2.
1)Sul-B G G: S ulfa nilic a cid a z o-BG G
2)D N P･B G G:dinitrophenylated B G G
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こ こま で に えら れ た成績 の う ち興味 が あ り重要と思
わ れ る もの は, B G Gin F C Aに 比 し, At
･ B G G in
F CA 山前投与が P AB A･ B G G投与后の 抗 P A B A抗体
産生 により有効であるという こ とで ある･ そこで At
･B G G
に か えて Sul- B G Gお よ び D N P
- B G G を前投与 して実
験 を試み た. なお こ こで 留意す べ き点 は ハ ブ テ ン と 担
体の 結合様式が At･ B G G と Sul･B G G と は同
～ で あ る
が, At･ B G G と D N P
-B G Gと は異 な る こ と であ る･ 表
4に その成績の概要を示 した.
こ れで み る と, P A B A･ B G Gin FI A追加投与后の
抗 P A B A抗体産生の促進増強 に 対 し, Sul
-B G G in
F CA は At- B G Gin F C A と ほぼ同程度の前投与効果
を示 すが, D N P
- B G G in F C Aは 前二 者 に 比べ , その
前投与効果は低く, B G Gin F C A の それ とほと ん ど
異な ると こ ろが な か っ た .
IVB P A B A･ B G Gin F IA投与后, B G G, At
･
B G G, Snl･ B G G お よ び D NP- B G G in FIA追
加投与動物 にお ける杭 P A B A抗体産生 に つ い て
これ までの 実験 に おい て,P A B A･ B GG追加投与后の
抗 P A B A抗体産生 に B G G あ るい は D N P
- B GG に 比
べ At.BGG ある い は SuトB G G in F C Aの 前投与が き
わ めて 効果的である こ とが 実証さ れ た の で, こ こ で は
遂に P A B A･B G G in FIA投与后の 抗 P A B A抗体産生
に 及ぼす 上記 4製品追加投与の効果 を検討 した･ 表4
に そ の 成績の 概要を示 した .
こ の表か らわ かる よう に, P AB A-B G G in FI A投
与 6過後,抗 P A B A抗体価の 低下した 時期 に At･B G G
あ る い は Sul-B G G in FCA の 投与 を行う と明 らか な
抗 P A B A二 次応答が み られ たが ,B G G あ るい は D N P･
B G G in F C A投与で は その よ う な現象 は認められ な
か っ た .
V A P A B A･ B GG in F C A前投与, At- B G G追
加投与動物 に お け る 杭 At抗体産生 に つ い て
こ れ ま で の 実験成績 で は, At･B G G in F C A前投与
は, P A B A･ B G G追加投与後の抗 P A B A抗体産生に対
し明 ら か に 促進増強効果を発揮す る こ と を示 した. そ
こ で こ こ で は逆 に P A B A嶋 B G Gin F C A前投与が At･
BGG 追加投与後の 抗 At 抗体産 生に 影響 するか否 かを
検討 した. 表 5 はその成績 を要約 したも の で ある.
こ れ を 一 見す ると At-B G G in FCA 前処置が P ABA･
B G G追加投与後 の抗 P AB A抗体産生 を促進増強した
ごと く, P A B A･ B G G in F C A前処置も ま た At-BG G
追加投与後の 抗 At抗体産 生に 有効に 働く ことが明らか
に 観察さ れ た.
V B 前投与複合体の ハ ブ テ ン に対 す る 抗体産生 へ
の 追加投与複合体投与方 法の 影響
PA B A_B G G in F C A前投与, At･B G G in FI A追加
投与 で 抗 At抗体が促進増強され る こ とが これ までに実
証 さ れ た. そ こ で逆 に 上述 と同 じ抗原の 組 み 合わせで,
前投与複合体の ハ プ チ ン に対す る抗体産生が追加投与
方法に 影響 され るか否 か に つ い て も観察 した.
表 5 に そ の成績 を要約 した .
Table5. E ffe ctofs up ple m ental injectio nof heter ologo u shapte n
-ho m ologo u s c a rrie c onjugate
o npr odu ctio n ofa ntibodytohapten o
fpri ming c onjugate












P H Ltiter o n
da 7 aft些j
7 10 702141
A T･B G G in FIA
P誉貴君G A T-B G G in S
P A B A･BGG in S
. A T･ B G Gin FIA
P A B A･B G Gin FIA
票蕾 m 蝕 B G G in S
A T.BGG in S













































































































































































































































Note :See Tablel a nd 2.
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こ れ に よ ると PAB A･B G in F C A およ び At- B G G
inF C A前投与群 に それ ぞ れ At･ B G G in FI A およ び
PA B A･B G G in FI A を追加投与す る と, そ れ ぞれ 二
次抗 P A B Aお よ び 二 次抗 At抗体応答 が み られ た. し
かし追加投与 に そ れ ぞれ At-B G G in S お よ び P A B A･
B G G in S を用 い る と それ ぞれ 抗 P A B A お よ び抗 At
抗体応答を促進増強す る知見は えられ なか っ た . こ れ
はP A B A･B G Gin F C A前投与 P A BA･ BG Gin S 追加
投与お よび At- B G G in F C A前投与 At･B G G inS 追
加投与でみ られ る それ ぞれ の 二 次抗 ハ プ チ ン 抗体応答
との間に 顔著 な対比 を示 して い る. こ の点は ま た, 表
3で 見られ た At- B G G inS 前投与, P A B A･BG Gin
FI A追加投与動物 に お い て ,抗 P A B A産生の 促進増強
のみられ な い 所見, な ら び に 表は省略 す る け ども At-
B G G in S 前投与 At-BG G in FI A追加投与 に よ っ て
二 次的抗 At応答の み られ る知見を併せ考 えると, 興味
のある と こ ろ である.
ⅤⅠ 杭 ハ ブテ ン崖生 に お け る PA B A･ B G G と D N P･
BGG 間の 相互 関係
表4 に お い てみ ら れ た ごと く D N P- B G G in F C A投
与は P A B A･B G Gin FIA 投与 の前あ る い は後の い ず
れの時期に 行なわれ て も きわ めて低い 抗 P A B A抗体産
生増強効果を示 す の み である. こ こ で は その 点を再確
認するとともに P A B A- B G G in FI A投与が D N P･B G G
in F C A投与後 の抗 D N P抗体塵生に 影響す るか否か
の 検討を試み た. 表6 は その 成績 を示 した もの で あ る.
こ こ で, D N P- B G G in F C A投与は P A B A- B G G投
与の前後 い ずれの 時期 に 行な わ れて も, 抗 P A B A抗体
産生促進増強効果 を発痍しな い こ とが再確認さ れ る と
同時に P A B A-B G G in FI A投与も抗 D N P抗体産生
に ほとん ど影響 を及ぼ さ せ ない こ とが 実証 され た . こ
れらの 所見は衰 5 で み られ た At･B G G と P A B A･ G G
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間関係 と著 しく異な る と こ ろであ る.
VI O A･ B G G ある い は An ･ B G G投 与 の P A B A･
B G G追加投与後 の 抗 P A B A抗体産生 へ の影響
ハ プ チ ン と担体の結合様式が, At･B G G, SuトBG G,
お よぴ P A B A･ B G G と同 d で ある OA- B G Gある い は
An -B G Gを用 い, そ の F C A法で の 前投与が P A B A･
B G G追加投与後 の抗 P A B A抗体塵生 に効果的である
か否か を検討 した. 表 7a はそ の成績 を示 したもの であ
る
.
こ れ で み る と, O A-B G Gお よび An ･B G G in F C A
投与 に は B G G in F C A投与と同じく, P A B Aq B G G
in S 追加投与後 の抗 PA B A抗体産生促進効果が認め
ら れな い
.
しか しな が ら P A B A･ B G G in FI A追加投
与後の抗 P A B A抗体産生 は B G G in F C A前投与 に よ
っ て促進増強され て い るが 前二 者の前投与に は そ のよ
う な効果 を認 めが た い .
At･B G G, P A B A- B G G およ び Sul･B G G に は相互間
に B G Gに は認 められ ない 抗ハ プチン抗体産生促進増強
作用が ある こ と に 閲 し, ハ ブ テン と B G の 同 一 結合様
式に 一 因が ある か も しれ な い と して 行っ た本実験 に お
い て, その よ う な推論を実証す る こ と は全くで き な か
っ た .
また, こ ゝ で P A B A･ B G G in F C A投与動物 に お い
て,O A･B G G と At･ B G G または P A B A･ G G との皮膚
反応原性 を比較 して みた. 表 7 bは その成績 を示 したも
ので あ る.
こ れ で み る と, B G G脱感作あ る い は O A･B G G脱感
作後 は抗 B G G お よ び抗 O A,B G G 工)H S はと もにみ ら
れ な く な る が, At･ B G G お よ び P A B A- G G に よ る
D H S は な お残存 が認 め られ, At･B G G脱感作後 は抗
P A B A･B G G D HS の み しか残存 しな い こと ゝ 興味ある
差異 を示 した . 担体 と結合部を抗原とした D H S が存在
Table 6. Effe ct of inje ctio nwith P A B A･ B G G in FI Ao n a nti-D N Pprodu ctio nfollo wing
administration of D N P- B G G in F C A
Anti･P A B A P H Ltite r o n Anti･D N P P H Ltiter o n
lni品品n l完蒜簑㌫ Daysbetw e e n day afterS day afte rS
First Se c o nd
(F) (S) F and S 0 7 10 14 21 0 7 10 14 21
4 4 4 4 4
P A B A-B G G D N P-BG G 42 (3.0) (2.4) (2.4) (2.0) (2.0)
･ D N P-B G G
D N P-B G G P A B A- G G 42






















































































Note :Se eTable la nd4.
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す る とすれ ば O A･ B G G脱感作後,抗 At･B G G D H S の
消失が認 めら れ るか もしれ な い と して行 っ た本実験で,
その よう な知見は え られ なか っ た .
Ⅷ 杭 ハ ブテ ン抗体産生と D ⅡS発現 の 関係
F C A法以外 で の抗原投与 はそ の後 の F C A法 に よる
同 一 抗原投与後の D H S発現を抑制するこ とはあるが必
ず しも抗体産生 を低下させ な い こ とが報告され て おり,
こ の 現象はIm m u n edeviation と呼ばれて い る.
6H O ～ 1 3)
こ こで は B G G,At･B G Gあるい は P A B A･B GG in FIA
の前投与と P A BA･ B G G in F CA 追加投与後 の抗
P A B A抗体産生あるい は B G G,P A B A･B G Gに 対す る
D H S発現と の関連性 につ しゝて検 索を試み た. 表 8 はそ
の成績 を示 した も ので あ る.
こ れ で み る と, 抗 B G G D H S の発現は , い ずれ の
前投与 に よ っ て も抑制 さ れ て る が , 抗 PA B A･B G G
D H S の発現は P A B A･B G G の前投与に よっ ての み強く
抑制 さ れて い て , B G Gある い は At- B G G の前投与では
ほ と ん ど抑制が認め られ な い .
一 方抗 P AB A抗体 の産生は B G G前投与群では影響
さ れ な い が, At-B G G前投与群 で は 促進増強さ れ,
P A B A.B G G前投与群 で は完全な 二 次応答が観察され
た .
以上の 成績 は抗 B G Gあるい は抗 P A B A･B G G D H S
の発現 と抗 P A B A抗体産生と の間 の並 行関係を否定
Table 7a.-E #e ct of pretre atm e nt wi th O A
･B G G in F C Ao nproductio n ofa nti
･P ABA a ntibody
following administr atio n of P A B A
･B GG･
Anti- P A BA P H Ltite r o nday afte rS
前
~ ▼~▼▼■▼ (S)1 F a nd S o 7 10 14 21
Fir stin5e ctio n Se c o ndinje ctio n ■ Daysb牢ye e n
O AこB G Gl)
An-B G G2)
in F C A P A B A-B G Gin S
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
O A･B G G
in F C A PABA-B G G in FIA 42
0 0













pA B A･B G G in FI A ･ ｡ 0 (2鳥) (｡鳥)
Note :Se eTable l. 1)O A･BG G;0 - Am in ophe n ol az o･B G G 2) An
･B G G; Anilin e a z o･B G G･
Table 7b. Effect of de s en sitiz atio n with B G G, At
･B GG･ O A-B G Ga ndPAB A
･B G Gon dev elop-
m e nt of D H S･Skin r e a ctio nin a nim als s e n sitiz ed with P A B A
･B G G･
D H S-Skin re a ctio nto
Sen sitiz ation Des e n siti2:atio n
B G G At･B G G O A
･B G G P A B A･B G
B G G
P A B A･B GG At･BGG O
l
O A,B G G (0.5)




























bytw ointrape rito n e al in5e ctio n s of 25mg ofa ntige n atO a
nd 2 ho u rsbefore skin te st-
J A ▲l▲ し ヽ′i つし ▼▼ t lヽJ ノヽ ■▲
▲ ▲ ▲ ヽ
′
､ ■ ヽ ′ ヽ{ ~ 〉 ~1- ~J ~ ,~~-~~ ~~~~
ing.
Note :Skin test w a s c ar ried o ut8 days afte rthe s9n Sitiz atio n･ De se n s
itiz ation w a s
t ▲ヽ 1 _L▲上___ _
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B G G in FI A
A T･B 綴Gin FI A
P AB A-B G G in FIA
P A B A･B G G
in F C A
P A B A･B G G
illFC A
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Anti･P A B A P H Ltiter on D H So nday M Il)･inde x o nday14
Daysbetw e e n day afterS




P会豊● B G G驚 ■ pF2 " E A
5 5 5 3 5
8 0 (3.0) (3.6) (4.8) (0.5) (2.0) 0.86 0.82 0.50 1.02
3 5 5 5 5 5
0 (2.0)(4.2) (5.0) (6.0) (0.5) (2.0) 0.84 0.88 0.62
5 5 5 5 5 11
(4.0)(6.0)(6.8) (7.0) (7.0) (0.5) (2.0) 0.95 0.78 0.58 ･
5 5 5 5 5
0 0 (3.2)(4.0) (5.2) (1.8) (2.4) 0.80 0.78 0.48 0.98
Note:Se eTable l.
1)M I: M igratio ninl1ibito n
2)P F: Tube rc ulo-pr Otein
3) H E A:Hen eg galbumin
するもの で あ っ て , 少 な く と も D H Sの 発現低下 は -
effe cto rT c ellの 活性低下 ま た は その 数 の減少あるい
は sup pre ss o rT cellの 活性上 昇 また は その 数の増加
による か は問わ な い が - helpe r T c ell に は無関係で
ある こ と を示唆 して い る と思われ る.
ち なみ に , D H S発現と腹腔細胞の 遊走阻止(M I)と
の関連性 につ い てみ た成績 も表8 に 示 した. こ れ で み
ると B G Gあるい は P A B A-B G G によ る M I と D H S の
発現が同じ T c ell と抗原 の相互作用 に 由来す るも ので
あっ ても並 行関係がある と は認め られ ず, それ ぞれ の
その他の 関与条件 (因子) の 複雑さ を窺わ せ る もの で
ある.
考 察
ハ プ チ ン担体複合体免疫動物 に 二 次抗 ハ ブ テ ン 抗体
応答を惹起 させ る に は 同 一 複合体の 投与が効果的であ
っ て, ハ プ チ ン は 同 一 でも 担体の 異な る複合体 の 投与
には 一 般的に はそ の よう な 効果の な い こと は 多くの研
究者1 4ト17)の指摘 し て い る と こ ろで あ る.
一 方 Raje w sky ら1 8)や M itchiso nら
1 9)は抗 ハ プチ ン
産生に は 2種 の 細胞, あ るい は T 細胞 と B 細胞の協力
が必要で ある こ と を観察し, Eatz らl)は複合体食塩水
法投与に先行 した同 一 担体の F C A法投与, また は同 一
ハ プチ ンで 異な る担体 の 2種複合体の 食塩水法投与の
中間の時期 に後投与複合体 と同 一 の 担体の FC A法投
与に よ っ て, それ ぞれ 一 次お よ び 二 次抗 ハ プ チ ン 抗体
応答の 増進が み られ る こ と, 更 に K lin m a n2 0)も担体免
疫動物に 複合体免疫動物 の牌細胞移行実験 を行い , 複
合体投与に よ る抗 ハ プ テ ン産生に 同 一 担体 の前投与が
重要な役細 りを演 じて い る こ と , な ど を報告 した の に
端を発 し, こ の方面の研究 は 一 大進展 を遂げ, その知
見 は飛躍的 に増大し, 抗 ハ プチ ン 抗体応答に お ける担
体効果が脚光を浴び るに至 り, その 機序 に つ い て も漸
次解明され つ ゝ ある こ と は周知の と こ ろで ある.
と こ ろで モ ル モ ッ トに hapten- pr Otein co njugatein
S を投 与す る と 抗 ハ プ チ ン 19 S お よ び 7 Sγ1抗 体,
c o njugatein adju v a nt(Alu m, FIA, F C A)の 投与 によ
っ ては更に 7 S乃 抗体 の産生の みられ る こと はすで に 報
告され てお り,
8)一 組 著者も こ れ を確認した . そ こ で著者
は抗原の食塩水法投与と adju v a nt法投与とでみ られる
著明な差異, す な わち 7 S-セ抗体 一 溶血活性 一 産生を指
標と して担体効果の 周辺に つ い て検索の歩 を進 め た.
さて Eatz ら1)は定量沈降法あ るい は受身血球凝集反
応に よ っ て抗体 を測定 し, hapte n･ C a rrie rin S投与前
の c a rieTin FC A投与は
一 次抗 ハ プチ ン 応答を増進
さ せ ると して い るが , こ ゝ で は受身溶血反応 に よ る検
討で異 な る成績 が えられ た. す なわ ち, B G G in F C A
前投与 P A B A･B G G in S追加投与群で み られ る抗
P A B A産生 は, F C A前処置, PAB A･B G G in S 投与
群の それ と 異な る と こ ろが な く, 担体効果がある と は
みら れ ない
.
しか し B GGin FC A処置後 P A B A-B G G
in FIA を投与 す ると P A B A-B G G in FI A単独投与 に
比 し抗 P A BA 産生 はか な り促進増強 され B G G in
F C A前処置の 効果 は明ら か で あっ て, い わ ゆる担体効
果が認 め られ る
.
興味も あり重要と思わ れ る の は, 前処置に B G G in
F C Aの かわ り に At･BG Gin F C A を用い た時に え ら
れ た知見である. すなわ ち, At-B G in FCA 前処置
で は P A B A-B G G in FI A投与後は い う まで も な く,
P A B A･B G G in S 投与後 も抗 P A B A産生の促進増強
が認め られ る. こ の こ と は, 担体の みよ り も 二次投与




体 の 一 次投与 によ っ て 二次投与複合体 の ハ ブ テ ン に 対
す る抗体産生が促進増強され る こ と を示 して い る.
さて, At･ B G G in FIA前投与 が P A B A- B G G in S
追加投与後の抗 P A B A産生に 効果的で あ る こ とが わか
っ た ので, 更 に AトB G G前投与の方法 をか えて 観察 し
た
.
それ で み る と, At･ B G G in FIA には強 い 前投与
効果が認め ら れ るが, At･ B G G in S に は認 め られ な
か っ た.
一 方, At- B G G以外 の前処置 の影響 をみ る た め に,
Sul-B G Gある い は DN P･ B G G in F C A で前処置 し
P A B A-B GG in FI Aを追加投与 した. その 結果, 明
ら か に Sul･ B G Gに も At･B G G と同様前処置効果が認
め られ たが, D N P･B G Gに はほぼ BG Gと同様程度の効
果 しか な い こ とが観察さ れ た.
と こ ろで, これ まで は追加投与複合体の ハ プチ ン に
対す る抗体産生に 及ぼす 各種前処置 の影響 を みた の で
.あ るが, 次い で逆 に前投与複合体 の ハ ブテ ン に対す る
抗体産生 へ の 各種追加投与の影響を検討 した. す なわ
ち P A B A- B G G in FI A投与後, At- B G G, SuトBG G
あるい は D N P･ B G Gin FC A を追加投与 した と こ ろ前
二 者の追加投与は明らかに 二次抗 P A B A応答を惹起 さ
せ たが , 後者 には その作用 が認 め られ な か っ た .
更 に P A B A･ B G G in FI A がAt･BG Gある い は
D N P･B G Gin FCA 投与後の そ れ ぞれ 抗 Atあ るい は
抗 D N P産生 に効果的 で あ る か 否 か を み た と こ ろ
P A B A･B G G in FI A は At- B G G in F C A処置の前あ
るい は後 に 投与 され て も, とも に抗 At産生 の増進をも
た ら したが , D N P･ B G G in F C A処置後 の 抗 D N P産
生 に は影響 を与 えな か っ た .
と こ ろで , イ ン フ ル エ ン ザ ウイ ル ス を用い て o rigin al
antige nic sin と い う現象が Fra n cis
Z 2)に よ っ て報告 さ
れ てい るが , こ の こと は交叉 反応性抗原で続い て免疫
さ れ ると 一 次抗原に対する応答が 二次抗原投与後顕著
に惹起さ れ る とい う現象に まで 普遍化 され て い る. 例
え ば Deutsch ら23)は m - a min obe n z oic a cid とm ･
sulfa nilic a cid間に おい て こ の項.象 を認め てい る . ま
た Fa z elはS ら 瑚 に よ る と, 初 回注射に よ っ て 各種特異
性の ク ロ ー ン の 増殖が 促が さ れ, その 中に 交叉 反応原
に対す る抗体産生ク ロ ー ン が含 まれ て お り, こ れ が 交
叉 反応原の追加投与 に よ っ て刺戟 され 増殖分化す る こ
とに より生ずる現象と して o rigin al antigenic sin が
理 解さ れよ うと して い る. 換言すれ ばこ の 現象 は基本
的 には 一 種の既往性反応であ ると して い る. ま た 一 方
Klin m a nら25)は こ のような現象 は二 次 B 細胞が交叉抗
原 によく反応する こと に よ るの で あ ろうと して い る.
さて, 今回著者が用 い た P A B A･B G G, At･B G Gお よ
びSl正B G G間に は相互 に抗 ハ ブ テ ン産生を促進増強さ
せ る活性のある こ と は確か で あるが , P A B A, Atおよ
び Sul間に 交叉 反応性が ある か否か は早急に は断言し
えな い . 少 なく とも P A B A･B G G, At-B G G およ びSul.
B G G で作製 した 免疫血清 に つ い ては P H L法で検討し
て ハ プ チ ン 間に 交叉 反応性がある と認め られ る所見は
えら れ な か っ た .
一 方 こ れ らの 3複合体 は担体 が同 一 で あり, ハ ブテ
ン と 担体の結合方式も同 一 である. この ことが 相互 の
抗 ハ ブ テ ン産生 へ の 協力効果の 一 因で あ るか も しれ な
い とす る推定 に も捨てが た い ものがある. すなわち Eis en
ら26), Stahm a n nら
2 7)お よ び He n ny ら2 8)は hapte n･
protein in c o njugate に お い て, ハ プ チ ン お よ び担
体 の ほか , 結合部に も抗原性 を認 め てい る が, 福井29)は
複合体 に は複合体全体お よび担体の ほ か, 結合部を含
む担体部に D H S反応惹起原性の ある こと を実証してお
り, 担体単独 よ り も 結合部 を含 め た 担体を認識す る
helpe r T c ell が存在 し抗 ハ ブ テ ン 産生 に 効率的に作
用 す る可能性 を否定 しえな い . そ こ で, P A B A-B G G,
At･ B G G およ び Sul-B G G な どと担体 と結合形式が同 一
で あ る OA-BG G または An･ B G G の前投与が , それ ぞ
れ P A B A- B G G追加投与後の抗 P A B A産生に 効果が
あるか 否か を検索 した. そ の結果 O A･B G G お よび An･
B G Gには と も に前投与効果が全く認 め られ な かっ た,
こ の こ と は単に 担体お よ び結合形式 が同 一 で ある こと
のみ が , P A B A-B G G, At･ B G G お よび Sul･ B G G間の
相互の抗 ハ ブ テ ン産生効果 の原因で な い こ と を示 して
い るか も しれ な い . しか し An ･ B G G あるい は OA･B G G
前投与 が B G G前投与よ りも非効果的である知見からみ
て ,Stra uba u ch ら
1 7)の い う ように 複合体作製条件を異
に する た め, O A･B G G, An- B G G, P AB A･ B G G, At･
B G G お よびSul- B G G に おい て 前二 者は後三 者と結合
形式 は同 一 で あっ て も担体 に 善が 生 じて前投与効果を
発揮で き なくな っ た可能性も否定で き な い . 更に検討
を要す る と こ ろで ある.
さて P A B A-B G G, At･ B G Gお よ び Sul-B G Gに は相
互 に 抗 ハ ブテ ン抗体応答 を増進さ せ る効果の ある こ と
は観察 され た が , それ が どの よう な 因子 に よ っ て惹起
さ れ る のか は明 ら か に す る こ とが で き な か っ た . しか
し 一 連 の実験の な かで え られ た興味も あ り重要と思わ
れ る知見 の 一 つ は免疫方法に よ っ て は効果の 発現され
な い 場合が あるとい うことである. す なわ ち P A B A-B GG
in FI A投与後の抗 P A B A抗体応答に At･B G G in S
の前投与お よ び追加投与 はと も に影響が なく, At-B GG
in FI A の前 お よび 追加投与 は促進増強効果を有する
こ と, At- B G G in FIA前投与, P AB A-B G G in S追
加投与で は抗 P A B A産生の増進が み られ るが, 二 次抗
At 抗体応答 は惹起さ れ な い な どの 知見で あ る. こ の こ
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とは PA B A-B G G in S は P A B A
･B G G in FI A投与の
前後 い か なる時期に 投与されても 二 次抗 P A B A応答が
惹起さ れ る こ と ゝ 顕著 な対比 を示 して い る. こ れ らの
知見は P A B A･ B G G と At･B G G間の相互の抗 ハ ブテン
抗体摩生増進活性 を考える上 で きわめ て重要であ っ て,
この活性 は ハ プ チ ン あ る い は複合体の そ の他の い か な
る部分の 交叉原怯ま た は どの よう な機能に 由来す る に
しても c o njugate in S投与 で は顕在化さ れず, そ の
顕在化に は adju v ant の存在が必要である と思わ れる.
それ に よ っ て helper T cell と Bc ell, ある い は Ha
ら3 D),Tada ら
31)また は Ta nigu chi ら
3 7)らの報告か ら推
定さ れる よう に helperT cellと sup pre ss or T c ell が
抗ハ ブテ ン産生 へ の効率的な相互関係 へ 導かれ る の で
はない か と考 えら れ, その 間の 関係の検討は今後の課
題である.
結 論
担体 を 同 じく す る ハ ブ テ ン 担 体複 合体 【 p･
Amin obe n zoic a cida z o･ B G G(P A B A-B GG), Ato xyl
azo･B G G(At･B G G), Sulfa nilic a cida z oqBG G(Sul-
B G G), 0･Amin ophe n ol a z o-B G G(O A･ B G G), Anilin e
a z o-B G G(An ･B G G)お よ び Dinitr ophe nylated B G G
(D N P･ B G G)- 相互間の抗ハ プチ ン 抗体鹿生に及ぼす影
響につ い て検討 し, 次 の成績 を えた.
1 . P A B A･BG G投 与後 の 抗 P A B A抗 体応答 は
B G G in F C A前投与 に 比 し, At･BGG in F CA の前投
与に よっ て著 しく促進増強 され た.
At･BGG のこの よう な前投与効果 は F C A法投与で最
も強く,FIA法投与, Alu m 沈降法投与の順に 弱くな っ





P A B A･ B G G in F C A投与, At-B G G in FIA追
加投与お よ び P A B A･B G G in FI A投与, At･ B G G in
F C A追加投与に よ っ て い ずれ も抗 P A B A既往性反応
の 惹起が議め られ た. B G G in F C A ま た は At･B G G
inSの 追加投与で は こ の よう な 現象は認め ら れ なか っ
た
.
3 . At･ B G G in F C A投与後, P A B A-B G G inFI A
追加投与は抗 At 既往性 反応 を惹起 さ せ た. P A B A-




PA B A- B G G投 与後 の 抗 P A B A抗体応答 に 対
し, Sul-B G G は At- B GG と ほぼ 同 一 効果 を示 した.
5
. O A-B G G お よ び An･ B G G前 投与 は い ずれ も





DN P･B G Gお よ び P A B A･B G Gに は相互 に そ れ
ぞれ抗 P A B Aお よび抗 D N P抗体産生 を促進増強させ
る作用 を認め なか っ た .
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Effict of Treatm ent with napte n
- Ca rierCo njugate on the Pr odu ctio n ofA一一tibodyto王〕i 恥ト
e nt 臨 画 n Co upled電0 也 e Sa m eChrrier Fumin a oYoshida,Departm e ntofIm m u n obiology,
Can cerResearch Institute, K an aZ aW aUniversity, Kan az aw a, 920
- J･ Ju ze nMed･ So c･ , 90,
637- 650(1981)
Key w o rds:C arrier effect, 7Sγ2antibody, P
-amin oben z oic a cidaz o-B G G, atOXylazo･B G G,
s ulfan正ic acidaz o･B G G
A bstra ct
Preim m u niz ation ofguin e apigs wit h bo vine γG(BG G)in Fr e und
'
s c o mplete adju v a nt(F CA)
prepar e sthe anim als fo r e nha n c ed anti
LP A B A7Sγ2a ntibody(a nti-P A B A)r esponseto PA B Aaz o･
BG G(P A B Aq B G G) in Fr e u nd
,
s in c o mplete adju v a nt(F I A), but not to PA B A-BG G insalin e.
W he n B G G is replaced by atoxyl azo
JBG G(A t-B G G), m a rked e nha n c e m e nt of a nti-PA B Are･
spon s eis obse r vable follo wing il如 Ction of P A B A
-B G Geit he rin FI Ao rin sal ine･ Pr eim m u niL
zatio n with A t-B G G in F IA in pla ce ofAt- B G G in F C A is also effe ctive on e nha n cing a nti
-PA B A
r e spo n s eto p A B A
-B G Geit her in F I Aor in salin e, W he rea spreim mu niz atio n with B G G in F IA
show s n o enha n cing effe ct o n the pr odu ctio n of a nti
-PA B Aagain st PAB A
- B G G in F C Aa nd
preim m u nizatio n wit hAt-B G G in s alin eis ineffective o n e nha n cing antトP A B Ar e spo n se to
P A B A_B G G in FIA. Im m u niz atio n with A t-B G G in Fre u nd
'
s adju v a nt(F A) c a uses s ec o ndary
a nti P A B Arespo n s ein a nim als pretr e ated wit hPA B A
- BG G in F A, a nd vice v e rs a･ Sulfanilic a cid
(Sul) az o-B G Gused as pr eim m u nizing antige nis a seffe ctiv e a sA t-B G Go nenha n cing anti-P A B A
r espo n s eto p A B A
-B G G. A Is o
, Pretr eatm e nt Wit h P A B A
-B G G is effe ctiv eon e nha n cing a nti-A t
respo n s eto A t
-B G G. Pr etr eatm e nt witho -aminophen olaz o
-B G G
,
ho w ev e r, is n ot effe ctiv e on
enha nclng antjTP A B Ar espon seto PA B A- B G G in F CA･ No c ross r e a ctio n s a rede m o n str ated a m o ng
P A B A
,
A tand Sul a s m e a sured by pas sive hem olysistechnic･ A d ditionale xperim e nts d isclose
t hat dec reased dev elopm ent of delayed hy pe r se n sitiv ty
- Skin rea ctio nto B G Go rP A B A- B GG has
n oinflue nc eo npr odu cing anti-P A B Aand o n m a crophage migratio ninhibition ･
